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読みの速度、流暢さ、正確さに困難さがある 

ＬＤ（学習障害）の中でも特に読みに困難さを示す 

通常学級にいる児童生徒の８％は読みの困難さを持っている（宇

野彰２００８年） 

日本語で育った人が英語でディスレクシアの症状を持っているか

の統計はまだないが相当高いはず（英語圏では１０％‐１５％） 
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音 

記号 意味 

ＤＸのメカニズム 

記憶 

耳 口 

目 

手 
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耳から聞く 口でまねる 意味が分かる 

人間の言語の獲得（1歳半ごろ） 
 

文字の読み、読解（5歳ごろ） 

目で見る 音と結ぶ 意味が分かる 
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•高い機材を使用するとか、特別なプログラムを使わないと使用

できないのではなく、普段使っている機材で応用できる 汎用性がある  

•誰かに使い方を習ったり、いつも誰かが指導しないと使えない

ものではない 使いやすい  

•一万円もしないでも買えるような機材で対応できる 安価である  

•面倒な手続きをしなくても手に入れられる、世界中から手に入

れられる アクセスしやすい  
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３地域の通常学級に在籍する２年生、４年生（計６００名）を対象に、

文字だけの文章と文字と音声の文章の問題を与え、結果を見た 

２年生には２年生と４年生用の漢字と内容の問題、４年生には４年生

と６年生用の漢字と内容の問題を与えた 

文字と音声で問題の文章を与えられた時の方が優位に読解力が上

がっていた 

2割程度の児童が音声で聞いた方が読解の点数が有意に上がった 

8 
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 人間の音声を分析した上で作成する人工音声プログ
ラムを使用 

 国語・社会など読み方、イントネーションを調整して
「正しい日本語」が耳から入るよう作成 

 MP3の形式で、ダウンロードできる 
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内容が一貫性のあ
るストーリーとして
伝わるために、いわ
ゆる本文以外の文
字表示（例：挿絵の
解説文、年表、地図
の地名、吹きだしの
言葉等）は、削除し
てある。 
 

国語：物語、説明文、手引き等を一つの単位としている。 
社会：基本的に見開２ページ分の、小タイトル単位。 
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 話の概要をつかむことで、学習の見通しを持つ  

  ・予習として  ・授業の導入として 

 学習の概要を振り返り、印象に残す 

  ・復習として  ・授業のまとめとして 

 教科書と合わせて聞くことで音読の練習になる 
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お名前（ふりがな） 
お立場：保護者 学校の教員 学校以外の指導者 その他 

メールアドレス 

住所 

電話 

利用者名（ふりがな） 
学校名 

学年 

アセスメント経験の有無 

具体的な読みの困難さ 

必要教科 出版社名 
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アンケートより 

   

     スムーズにできた         １１名 

     手間取ったがなんとかできた   ９名 

     わかりにくかった、その他     ３名 

 

※ アンケート 本年度使用者７４名を対象に、 

  ７月に実施。 

  有効回答数 ２４名 
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 アンケートより 

 

 

0 1 2 3 4 5 6 7 8

パソコン 

タブレット 

スマートフォン 

ＩＣレコーダー 

その他 
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0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

保護者 

教員（学校） 

塾・児童デー等指導者 

その他 
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0 2 4 6 8 10

家庭 

授業中（通常の学級） 

授業中（特別支援学級） 

通学途中 

22 



0 2 4 6 8 10 12

内容が理解できた 

学習に意欲が持てるようになった 

音読がスムーズになってきた 

音読の間違いが減ってきた 

音読の苦手さが減った 

テストの成績が向上した 

効果がなかった 
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0 1 2 3 4 5 6 7 8

学校と保護者とが共通理解の上、学校でも家

庭でも活用している 

学校と保護者とが共通理解の上、家庭では活

用しているが、学校では利用していない。 

学校と保護者とが共通理解の上、学校では活

用しているが、家庭では利用していない。 

音声教材の活用について、家庭と学校との共

通理解がまだできていない。 

その他 
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 ダウンロードの問題 
 セキュリティの関係で必要なソフトがダウンロードでき  
 ない 

 読みにつまずいている児童生徒の実態把握が十分で
ない（誰がどうやって判断するのか等） 

 必要な支援を学校全体で（保護者も含め）共有すると
う課題 

 音声教材の存在そのもの、また、具体的な使用例と
使用効果についての情報が学校現場に行きわたって
いない 等々 
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 音声教材BEAMは、「読みにつまずきのある」児童生徒が、

自分の特性、学習のスタイルに合った教材の、選択肢の一
つとして選べるように、学校全体で活用するといった方向性
が望ましいと考える。 

 

 

 

 「インクルーシブな学校」の中で、障害の有無にかかわら
ず、基礎的環境整備の一つとして、だれでも必要な時に使
える教材として活用できたらと考える。 
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